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テレビ（ワンセグ）について

地上デジタルテレビ放送は、現行の地上アナログ放送がデジタル化された放送で、2003年12月か
ら東京・名古屋・大阪を中心とする関東・中京・近畿の一部で開始された放送です（その他の地域で
は2006年末までに放送が開始されました）。地上デジタルテレビ放送の電波の一部を使用して携帯
電話などの小型機器でもご家庭と同じようにテレビやデータ放送を見ることができる地上デジタルテ
レビ放送の携帯・移動体向けサービス「ワンセグ」があります。地上デジタルテレビ放送の携帯・移
動体向けサービス「ワンセグ」とは地上デジタルテレビ放送の電波の約6MHzの帯域を13個のセグ
メントに分割し、その1つのセグメントを利用して放送されることから、ワンセグと呼ばれるように
なりました。
本機では地上デジタルテレビ放送の携帯・移動体向けサービス「ワンセグ」を見ることができます。
なお、地上デジタルテレビ放送や地上デジタルテレビ放送の携帯・移動体向けサービス「ワンセグ」
は、地上アナログ放送のUHF帯の電波を使用して放送されています。

※�本機はワンセグ放送で緊急警報放送が始まっても、自動的に電源を入れる機能は持ちません。また、
データ放送には対応しておりません。

ワンセグは13個のセグメントのうち
の1つを使って、携帯電話などの小型
機器に向けた地上デジタルテレビ放送
です。
ワンセグの番組内容は、12セグメント
を使っている通常のテレビ（固定受信
機向け）の番組内容と異なる場合があ
ります。
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地上デジタルテレビ放送の携帯・移動体向けサービス「ワンセグ」は、2006年4月
1日に東名阪およびその他一部地域より順次開始されている放送サービスです。
「ワンセグ」サービスの詳細については、下記ホームページなどでご確認ください。
社団法人デジタル放送推進協会　http://www.dpa.or.jp/

お知らせ

テレビ（ワンセグ）について

マルチサービスについて
「マルチサービス」とは、1つの放送局が同じ周波数で複数の番組(サービス)を放送している運用形態
のことです。番組内容は放送局によって異なりますが、地域や時間帯によっては、放送されていない
ことがあります。
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